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  5 地点の土壌を対象として土壌断面形態
観察、土壌の理化学性の測定を行った。調
査地点はモンゴル国ヘルレン川流域の
Baganuur (BGN) 、  Jargalthaan (JGH) 、 
Kherlenbayan-Ulaan (KBU) 、  Underhaan 
(UDH)、 Darhan (DH)であり、BGN は森林



























































































































2002 年の調査では 28 種の出現が認めら
れた（表 1）．種の出現頻度順位と SDR3.の
スコアとの間には指数関数的な関係を示さ
れていた．また，Artemisia adamsii と A. 









(1) 川田ほか., 2007: 沙漠研究(17) 
 
図 1 ヘルレンバヤンウランの草原景観 
 
表 1 2002 年夏季の植生調査おける平均被度 
(C: %), 平均植物高 (H: cm), 頻度 (F: %) および 
SDR3  
Species C H F SDR3
Artemisia adamsii 1.33  15.0  27.0  77.1
Artemisia frigida 1.15 15.7  26.0  72.2
Heteropappus altaicus 0.21  10.0  32.0  48.9
Stipa krylovii 0.23  9.3  32.0  48.7
Cleistogenes squarrosa 0.28  8.0  31.0  47.6
Caragana stenophylla 0.28  19.4  15.0  42.8
Carex sp. 0.06  7.6  30.0  40.7
Kochia scoparia 0.09  6.0  30.0  39.9
Linum stelleroides 0.20  32.0  1.0  39.4
Astragalus galactites 0.05  4.0  25.0  31.4
Potentilla bifurca 0.11  4.6  21.0  29.4
Convolvulus ammannii 0.10  5.3  16.0  24.7
Haplophyllum dauricum 0.04  7.1  14.0  23.0
Chenopodium 
acuminatum 0.08  13.8  4.0  20.5
Stellaria sp. 0.12  8.8  8.0  20.5
Caragana microphylla 0.20  13.0  1.0  19.6
Potentilla acaulis 0.34  2.9  7.0  18.9
Chenopodium aristatum 0.04  13.0  4.0  18.7
Leymus chinensis 0.04  13.0  4.0  18.7
Salsola collina 0.04  15.0  2.0  18.7
Bupleurum 
scorzonerifolium 0.04  6.5  10.0  18.2
Ephedra sinica 0.20  8.0  1.0  14.4
Allium tenuissimum 0.04  10.0  2.0  13.5
Cymbaria dahurica 0.04  7.0  4.0  12.5
Agropyron cristatum 0.09  6.7  3.0  12.4
Potentilla tanacetifolia 0.04  3.9  7.0  12.3
Serratula centauroides 0.04  7.0  1.0  9.3
























 研究対象地域はモンゴル Hentiy 県
Kherlenbayan-Ulaan （ KBU ： 47o12.838’N, 
108o44.240’E）である(1)． 
 








草原にて，現在の道路（図 1 での A）に平
行して隣接した 2 つの道路跡（B と C）を
対象として，植物再生について調査した．
これらの道路跡は長さ 500m，幅 2-3m であ





































2 億 5 千万 ha，年降水量は 250－500 mm）．
近年，モンゴルでは過放牧の問題が報告さ
れている (1)．ここでは，モンゴルの首都









類と優占度（最大で 100）を表 1 に示す．
種類数は 28 種類で，上位 3 種はいずれもキ





C. squarrosa，K. scoparia，S. collina の 3 種




ためと考えられた．また，C4 植物 3 種のう









 KBU のステップ草原では，2002 年に保護
柵を周囲に設置し，禁牧区を設けた．その
1 年後の 2003 年に植生調査をした結果が表
2 である．植被率はわずかに増加，種数は 1 
m2 当たり 0.8 種減少，現存量は 13 g dw m-2
増加した．一方，土壌を肥沃にするリター
（表層土壌に堆積する植物遺体）の量は大
幅に増加した（放牧区 63.2 g dw m-2，禁牧
区 101.3 g dw m-2）．これより， KBU の草原
は強い放牧圧を受けていることは明らかで
ある。炭素循環モデルによる試算では，羊




Artemisia adamsii 77.1 
Artemisia frigida 72.2 
Heteropappus altaicus 48.9 
Stipa krylovii  48.7 
Cleistogenes squarrosa 47.6 
Caragana stenophylla 42.8 
Carex korshinskyi 40.7 
Kochia scoparia 39.9 
Linum stelleroides  39.4 
Astragalus galactites 31.4 
Potentilla bifurca 29.4 
Convolvulus ammannii  24.7 
Haplophyllum dauricum 23.0 
Chenopodium acuminatum 20.5 
Stellaria sp. 20.5 
Caragana microphylla 19.6 
Potentilla acaulis 18.9 
Chenopodium aristatum 18.7 
Leymus chinensis 18.7 
Salsola collina 18.7 
Bupleurum scorzonerifolium 18.2 
Ephedra sinica  14.4 
Allium tenuissimum 13.5 
Cymbaria dahurica 12.5 
Agropyron cristatum 12.4 
Potentilla tanacetifolia 12.3 
Serratula centauroides 9.3 
Koelerla cristata 7.8 
 
表 2 植生に対する放牧の影響 





放牧区 52.1 8.8 85.1 





(1) Jigmed, 2006: 新潟大学農学部研究報告. 
(2) Pyankov et al., 2000: Oecologia. 























南東へ 250 km, モンゴル Kherlen 川流域上
流部に位置するヘルレンバイヤンウランで
ある. 通年で放牧が行われている. 放牧の
影響を評価するため, 2002 年の 8 月に保護
区 (200 m×170 m) を設置した. 保護区と
保護区から約 200 m 離れた位置 (放牧区) 
に 2 つの水文気象観測ステーションを設置
し, 2003 年 3 月から観測を開始した. また, 






Green (生きている) biomass は常に保護
区の方が大きくなり, 草原を放牧から保護
することで, 植物はより成長しやすくなる
ということが示唆された. しかし, 3 年目の
Green biomass は降水量が少ないために２つ
の区共に減少し, 特に保枠内の減少量が大
きくなった. これは, 3 年目の保護区では立
ち枯れたり , 下に堆積している Dead 
vegetation が多くなり, それが植物の成長を
妨げていることが原因と考えられる. この





響は, まずアルベド (反射率) に表れ, 保護
区のアルベドが放牧区よりも小さくなった. 
よって保護区では, 短波放射 (太陽放射) 
をより吸収するようになり, 正味放射 (Rn) 
が大きくなった. これにより, 保護区では
地中熱流量 (G, 地中を加熱するエネルギ
ー) と顕熱フラックス (H, 地表面から大気
を加熱するエネルギー) が大きくなった. 
ここで, 潜熱フラックス (lE, 蒸発に使われ
るエネルギー) や蒸発散量 E にも同様の傾































































図 1 放射収支と熱収支のイメージ. K, L はそれぞ
れ短波放射, L は長波放射で, 添え字の u, d はそれ
ぞれ上向きと下向きを表している. Rn は正味放射
(Rn = Kd – Ku + Ld – Lu), G は地中熱流量, H, lE はそ
れぞれ顕熱・潜熱フラックスを表している (熱収
支式: Rn = H + lE + G). 
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これらの測定は 2003 年に Hentiy 県







473 g m–2 y–1 (炭素換算で 179 g C m–2 y–1)，
呼吸によって損失するバイオマスは 337 g 
m–2 y–1 (138 g C m–2 y–1)となる．よって，家
畜が捕食可能なバイオマスは約 100 g m–2 
























































































 植物成長期（6 月中旬から 10 月上旬）に
捕食により減少した地上バイオマスは約 36 
g m-2 である．10 月上旬の地上バイオマス












(1) Li S.-G. et al., 2005: Global Change Biol., 
11: 1941–1955. 
 
 
 
 
モンゴル中央部草原
の生産力 
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